固体物理セミナー

（平成２５年度　第６回）
　(インタラクティブ物質科学カデットプログラム講演会)

日時：１２月１９日（木）14：40-16:10
場所：基礎工学部　Ｂ１０３講義室
講師：大石　泰生
（㈶高輝度光科学研究センター（JASRI））
題目：「SPring-8での極限環境下構造物性研究の最前線」
　　　　　　　　　
概要：　数万気圧を超えるような超高圧下では物質は高密度状態となり、特に電子状態が大きく変化して、その物性発現や化学特性・反応性も常圧下とは異なった様相を示す。例えば単体元素においてさえ圧力誘起逐次結晶構造相転移が発生し、金属-半導体転移や超伝導発現現象、或いはいくつかの溶融体に見出され始めた高圧下での液-液間の一次構造相転移現象等、圧力印可を利用した超硬材料や新材料の開発等、新奇で特異なサイエンスが多く残されている。大型放射光施設SPring-8では、極限環境下での物質科学の実験的研究を行うための超高圧発生技術や、極限環境に置かれる試料の結晶構造や物性に関するその場観測技術の開発が進められている。今回のセミナーでは、SPring-8で進展した極限発生やその構造物性を行うための観測技術の最先端を紹介し、最近注目される研究テーマとして、アルカリやアルカリ土類金属に関する超伝導と複雑系への構造発現を伴う圧力誘起逐次結晶構造相転移現象の研究や、金属水素化物に見られる特異な構造物性研究について解説する。
問合先：関山　明　（基礎工Ｄ棟４１０号室）

Tel: 06-6850-6420
E-mail:sekiyama@mp.es.osaka-u.ac.jp 

· 固体物理セミナーは、物性・未来（物性系）Ｍ２必修科目「ゼミナールIV」に該当します。
